


神山町の地域交流イベントでの気づき



そこで私が提案するのが、

       海外留学制度
　　　　　　　　　　　　　　　        ならぬ・・・

　　　徳島県内高校生向け

アップデート！



「地域留学制度」の概要（１）

【狙い】

若いころに徳島の魅力に気づき愛着を育む

徳島の課題

若者の県外流出、人口減少
高齢化、働き手不足　etc.



「地域留学制度」の概要（２）
【制度のイメージ】
１．県内高校への留学（高１、２生対象、10名程、２週間程）
２．食・暮らし・伝統文化（多様性）を学習、徳島の課題も共有

４．宿泊やオンライン授業でワーケーション施設を積極的に活用

３．オンライン授業を活用して通常学習の遅れを防ぎ、ＩＴスキルも習熟

５．「ワーケーション施設」と「全国屈指のブロードバンド環境」をアピール

アフターコロナへの対応を加速!!
６．高校生が感想をＳＮＳ等で発信し、若者の情報発信力も活用

徳島の課題
若者の県外流出、人口減少
高齢化、働き手不足　etc.



【経済効果】 
　

　　　～制度の推進により県内高校生の１割が参加したとしての推計
　　　　　＜試算＞約17,700人（県内高校生数）×10％＝1,770人
　　　　　　　　　　　1,770人×14日×８千円/日（宿泊代他）≒２億円　　･･･Ⓐ
　　　　　・ワーケーション施設の平均的な事業規模

　　　　　　10室×平均単価8千円×365日×平均稼働率70％ ≒2千万円　･･･Ⓑ
　　　　　　∴Ⓐ÷Ⓑ＝10
　　

「地域留学制度」の概要（３）



アイデア実現による徳島の将来像

大学進学前、就職前に魅力に気づき、将来的に徳島に関わる
若者の県外流出を抑え、人口減少等が改善した地域となる

ワーケーション・ビジネスの定着化を推進する
徳島が全国的にも魅力的なワーケーションエリアとなる

学生が場所を問わない新しい学び方のＤＸを促進する
デジタル人材を育成する地域となる

ｖｓ東京　「とくしま回帰」総合戦略



アイデア実現による徳島の将来像

若者の県外流出、人口減少
高齢化、働き手不足　etc.

徳島の課題

アップデート!!



最後に




